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●３町合併協議会（法定）設立�
●第40回産業祭・第32回文化祭開催�
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～伊藤孝之助画「井川～伊藤孝之助画「井川2525景」より～景」より～�
―昭和―昭和3939年作―年作―�

現在の風景現在の風景�
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現在の風景�
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・人　口　男　2,889人（－11）�
　　　　　女　3,200人（＋　１　）�
　　　　　計　6,089人（－10）�
・世帯数　　　1,758戸（＋18）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（10月１日現在）�

だ　よ　り�
（9／21～10／20)

慶　弔�

�

■環境改善センター………�

■歴史民俗資料館……………�

■町民体育館………………�

■町民武道館………………�

■町営野球場………………�

■ふれあいスポーツ館………�

■定住促進センター……�

■日本国花苑施設…………�

■老人福祉センター……�

■ごみ処理量…………………�

■し尿処理量………………�

�

1,019人（7,336人)�

22人（ 181人)�

1,890人（ 人)�

708人（4,781人)�

450人（3,519人)�

70人（ 606人)�

1,263人（ 人)�

2,918人（ 人)�

1,526人（9,756人)�

93ｔ（ 532ｔ)�

80s（ 601s)

施設の利用状況（９月）�
(　)内は累計�

■お誕生おめでとう�

草階　和貴（正志、京子・長男）大　倉�

半田　るみ（一博、真由美・長女）街　道�

乳井　啓嗣（恒雄、尚子・五男）街　道�

伊藤　　葵（明哉、美亜・長男）上　村�

武藤　優聖（浩司、真知子・長男）仲　台�

森田　　諄（　誠　、綾子・長男）街　道�

柴田　涼真（総士、妙子・二男）街　道�

伊藤　叶翔（　崇　、真由美・長男）小今戸�

鷲谷　星千（大広、美沙・長男）海老沢�

石坂　　和（　新　、純子・長女）井　内�

■ご結婚おめでとう（転出）�

　�橋　晃司　秋田市�
�伊藤絵利子　上　村　秋田市（秋田市)�

　佐藤　　亮　男鹿市�
�森　美紀子　坂　本　男鹿市（男鹿市)�

■お悔やみ申し上げます。�

遠　藤　惣　藏（89歳･　猛　）今　戸�

�　橋　ト　メ（103歳･金　一）上　村�

小武海　光　男（61歳･本　人）新屋敷�

カズ　キ�

�

ケイ　ジ�

　　アオイ�

ユウセイ�

　　ジュン�

リョウマ�

カナ　ト�

セイ　チ�

　　ノドカ�

■地域福祉基金へ�
・保野子町内の小林昌一さんより、亡
母トヨさんの香典返しとして３万円。�

・田中町内の藤田徳一さんより、亡父
徳太郎さんの香典返しとして３万円。�

・能代市にお住まいの保坂剛さんより、
亡母タキさん（さくら苑利用者）の
香典返しとして３万円。�

・上村町内の高橋金一さんより、亡母
トメさんの香典返しとして３万円。�

■さくら苑へ�
・井川小学校より新米（あきたこまち）
10kgいただきました。�

“ありがとうございました”�

善　意�

　（新本籍）　（新住所）�

12,363

12,210

13,916

外
の
出
来
事
な
ど
、
な
ご
や
か
な
話
し
合
い

の
場
と
な
り
ま
す
。

町
内
に
は
、
中
央
広
域
農
道
が
開
通
し
て
、

車
で
の
通
勤
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
反
面
、

交
通
量
も
増
加
、
大
型
車
も
頻
繁
に
走
る
よ

う
に
な
り
、
交
通
事
故
も
多
発
し
て
お
り
ま

す
。
早
く
信
号
を
取
り
付
け
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
又
川
は
整
備
さ
れ
て
、
雨
が

降
っ
て
も
水
害
の
心
配
が
な
く
な
り
、
安
心

し
て
お
り
ま
す
。

町
内
で
は
、
中
央
広
域
農
道
と
、
共
同
テ

レ
ビ
ケ
ー
ブ
ル
の
埋
設
箇
所
と
避
難
所
の
草

刈
り
を
、
年
二
回
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

若
者
と
子
供
達
に
、
町
内
の
行
事
を
絶
や

さ
ず
に
、
継
承
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
又

町
内
出
身
者
が
、
思
い
出
の
場
と
な
る
よ
う
、

町
内
に
住
む
私
達
が
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

若
者
が
減
っ
て
い
く
町
内
が
多
い
中
、
寺

沢
町
内
で
は
、
若
者
が
残
り
、
子
供
達
も
多

く
な
り
、
活
気
が
出
て
来
ま
し
た
。
又
行
事

は
、
一
月
一
日
の
交
通
安
全
祈
願
で
始
ま
り
、

五
月
五
日
の
お
み
こ
し
に
出
店
、
六
月
第
一

日
曜
日
の
三
町
内
（
寺
沢
、
葹
田
、
館
岡
）

合
同
さ
な
ぶ
り
運
動
会
と
、
一
年
の
行
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

町
内
に
は
、
長
男
会
、
高
砂
会
、
婦
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
又
七
十
五

年
も
続
い
て
い
る
田
作
講
は
、
年
五
回
（
四

月
、
六
月
、
九
月
、
十
一
月
、
十
二
月
）
各

自
、
料
理
、
酒
五
合
持
参
に
て
、
当
番
の
家

の
座
敷
に
あ
が
り
こ
ん
で
は
、
稲
作
や
町
内

長
男
会
、
今
日
は
露
店
商
に
早
変
わ
り

～町内だより�
〈8〉�
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ふ
る
さ
と
づ
く
り
は

若
者
た
ち
で

文：三浦勝美さん

今
年
も
産
業
文
化
祭
が
例
年
の
よ
う
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
ず
は
一

安
心
。
四
〇
回
を
数
え
た
産
業
祭
、
農
業
に
対

す
る
意
識
や
就
労
形
態
が
変
わ
っ
て
、
出
品
物

が
少
な
い
、
集
ま
ら
な
い
、
と
い
わ
れ
て
久
し

く
な
り
ま
す
。「
時
代
が
変
わ
っ
た
の
だ
か
ら
こ

ん
な
こ
と
な
く
し
た
方
が
い
い
」
と
い
う
声
ま

で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
そ
う
ね
」

「
そ
う
だ
よ
ね
」
軽
く
受
け
流
し
て
は
い
た
も
の

の
、
こ
の
三
日
間
の
に
ぎ
わ
い
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
会
場
が
役
場
周
辺
な
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
ス
タ
ッ
フ
が
忙
し
く
立
ち
振
る
舞
い
、

町
民
の
方
々
は
、
少
し
恥
ず
か
し
げ
に
ニ
コ
ニ

コ
顔
で
行
き
交
う
。
み
ん
な
生
き
生
き
と
し
て

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
誉
め
合
い
、
感
嘆
し
合
う
。

耳
に
心
地
良
く
響
い
て
き
ま
す
。

ま
た
、
今
月
は
〝
お
誕
生
お
め
で
と
う
〞
の

欄
で
、
十
人
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
年
に
な
い
快
挙

（
？
）
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
多
く
誕
生
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
明
る
い
未
来
が
待
っ

て
い
そ
う
で
、
希
望
が
湧
い
て
き
ま
す
。
老
人

世
帯
が
多
く
な
る
中
で
、
私
た
ち
は
子
供
た
ち

を
社
会
の
子
ど
も
と
し
て
、
み
ん
な
で
子
育
て

を
応
援
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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